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論 文 内 容 の 要 旨
わが国の暖地海岸地帯に広 く自生しているスイセンは, 早咲性, 芳香性など, 洋種スイセンとは違った
魅力を有しているが, 反面花型や色彩の変化に乏しい｡ 本論文は, このような日本産スイセンを改良する
に当って欠 くことのできない基礎的諸事項を, 全国各地から蒐集した多数の自生種を用いて究明したもの
であり, 5編12章から成っている｡
第 1編は日本産スイセンの来歴, 分布の全貌をみたものであり, 日本産スイセンが房咲スイセンに属す
る1変種で, 室町期以前に中国から渡来したことを考証するとともに, 海流による渡来の可能性を実験的












0･1%の濃度で5-6日間の球根処理が, またγ線では線量率が 1.5kR/hの場合は 1kR, 線量率が 0.5
kR/hの場合は 2･5kR の球根照射が, 変異の誘発に効果的であることを推定している｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
日本産スイセンは, 早咲きで芳香に富むため, 洋種スイセンとは違った魅力があるが, その反面花型や
色彩の変化に乏しく, 改良の余地がきわめて大きい｡ しかしながら日本産スイセンは高度の不稔性を有す
るため, 従来育種学的観点よりとりあげた研究はほとんどない｡ 著者はこのことに着目して全国各地から




関する全貌を明確にしている｡ また育種素材探索の見地より, 主要形質の地理的変異を調べ, 産地の緯度
によって植付けから開花までの日数が異なることなどを示している｡
つぎに, 多数の系統について細胞遺伝学的解析を行ない, 日本産スイセンが 2n-30,Ⅹ-10を基本数
とする同質3倍体であって, 付随体染色体に関して3種額の核型式を設定しうることを明らかにし, 高度
の不稔性が同質3倍体であることに起因するとして, 育種の方法に一つの示唆を与えている｡
さらに, 花芽の分化 ･発育の様相, 花粉の発芽力, 交雑親和性, りん片繁殖の可能性など, 繁殖に関す
る基礎的諸事項を究明するとともに, スイセンの育種には人為突然変異の利用が有効であることを指摘し,
突然変異誘起の方法について論じている｡
以上のように, 本論文は従来育種上等閉祝されていた日本産スイセンについて, 種々の育種学的新知見
を加えたものであって, 育種学ならびにスイセン育種の実際面に寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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